
十勝勤医協老人保健施設ケアセンター白樺 
訪問リハビリテーション及び介護予防訪問リハビリテーション運営規程 

 
（事業の目的） 
第１条 医療法人十勝勤労者医療協会が開設する十勝勤医協老人保健施設ケアセンター白樺（以下「当

施設」という）が行う訪問リハビリテーション及び介護予防訪問リハビリテーションの事業（以
下「事業」という）の適正な運営を確保するために、人員及び管理運営に関する事項を定め、理
学療法士、作業療法士、その他の職員（以下「職員」という）が、要介護又は要支援状態にある
利用者に対し、適正な訪問リハビリテーション及び介護予防訪問リハビリテーションを提供する
ことを目的とする。 

 
（運営方針） 
第２条 当施設の訪問リハビリテーション及び介護予防訪問リハビリテーションに従事する職員は、利

用者の心身の特性を踏まえて、全体的な日常生活動作の維持、回復を図るとともに、生活の質の
確保を重視した在宅療養が継続できるように支援する。 

  ①利用者が生きてきた歴史を尊重し、人間としての尊厳を失わないケアをめざす。 
  ②生活そのものをリハビリと考え、障害があっても「普通」の生活を手助けすることで機能の維持・

回復をめざす。 
  ③介護老人保健施設の役割と各種社会資源を活用し、障害を持つ利用者と家族の支えとなる役割を   

果たす。 
 
（当施設の名称等） 
第３条 事業を行う当施設の名称及び所在地は次の通りとする。 
  （１）名 称：十勝勤医協老人保健施設ケアセンター白樺 
  （２）所在地：帯広市白樺１６条西２丁目 
 
（職員の職種、員数及び職務内容） 
第４条 当施設に勤務し訪問リハビリテーション及び介護予防訪問リハビリテーションの提供にあた

る職員の職種、員数及び職務内容は次の通りとする。 
         
  （１）管理者     １名（常勤兼務１名） 
     管理者は、業務の管理のために必要な指揮命令を行う。 
  （２）理学療法士   ４名（常勤兼務３名 非常勤兼務１名） 
  （３）作業療法士   ２名（常勤兼務２名） 
    その他、必要に応じた職員等の配置を行う。 
 
（営業日及び営業時間） 
第５条 訪問リハビリテーション及び介護予防訪問リハビリテーションの営業日及び営業時間は、次の

通りとする。 
  （１）営業日 月曜日から金曜日までとする。ただし、祝祭日、８月１５日、１２月３０日から１

月３日を除く。 
  （２）営業時間 
     ア 事務窓口の営業時間 午前８時４５分から午後５時までとする。 
     イ サービス提供時間  午前９時から午後５時までとする。 
 
（事業の内容） 
第６条  訪問リハビリテーション及び介護予防訪問リハビリテーションの内容は次の通りとする。 
  （１）訪問リハビリテーション計画に基づく訪問リハビリテーションの提供 
  （２）介護予防訪問リハビリテーション計画に基づく介護予防訪問リハビリテーションの提供 
  （３）機能訓練（リハビリテーション） 
  （４）相談援助サービス 
  （５）行政手続代行 
  （６）その他 
 
（訪問リハビリテーション計画及び介護予防訪問リハビリテーション計画の作成等） 
第７条 訪問リハビリテーション及び介護予防訪問リハビリテーションの提供を開始する際には、利用

者の心身の状況、希望及びその置かれている状況並びに家族等介護者の状況を充分把握し、個別
に訪問リハビリテーション計画及び介護予防訪問リハビリテーション計画を作成する。 

  ２ 訪問リハビリテーション計画及び介護予防訪問リハビリテーション計画の作成、変更の際には、
利用者及び家族に対し、当該計画の内容を説明し、同意を得る。 



    ３ 利用者に対し、訪問リハビリテーション計画及び介護予防訪問リハビリテーション計画に基づ
いて各種サービスを提供するとともに、継続的なサービスの管理、評価を行う。 

 
（利用料等） 
第８条 訪問リハビリテーション及び介護予防訪問リハビリテーションを提供した場合の利用料の額

は、厚生労働大臣が定める基準によるものとし、当該訪問リハビリテーション及び介護予防訪問
リハビリテーションが法定代理受領サービスであるときは、介護保険負担割合証に定める割合の
額とする。 

    ２ 利用日当日のキャンセルについては、利用料自己負担額の１０割の額とする。 
 
（通常の事業の実施地域） 
第９条 通常の事業の実施地域は、帯広市、音更町区域とする。 
 
（サービスの利用にあたっての留意事項） 
第 10 条 訪問リハビリテーション及び介護予防訪問リハビリテーションのサービスの提供の開始に際

し、あらかじめ利用申込者又はその家族に対し、運営規程の概要、職員の勤務の体制等、利用
申込者のサービスの選択に資すると認められる重要事項を記した文書を交付して説明を行い、
サービスの内容等について利用申込者の同意を得るものとする。 

 
（身体の拘束等） 
第 11条 当施設は、原則として利用者に対し身体拘束を行わない。 
     但し、自傷他害の恐れがある等緊急やむを得ない場合には、利用者及び家族に説明し、同意を

得た上で、当施設の医師がその様態及び時間、その際の利用者の心身の状況、緊急やむを得な
かった理由を診療録に記載し、身体拘束その他利用者の行動を制限する行為を行うことがある。 

 
（虐待防止に関する事項） 
第 12条 当施設は、入所者の人権の擁護、虐待の発生又はその再発を防止するため次の措置を行う 

１ 虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その結果について従 
業者に周知徹底を図る 

２ 虐待防止のための指針の整備 
３ 従業者に対し虐待を防止するための定期的な研修の実施 
４ 前３号に掲げる措置を適切に実施するための担当者の設置 

 
（その他運営についての留意事項） 
第 13 条 当施設は、職員の資質向上を図るための研修の機会を確保し、また適切な訪問リハビリテー

ション及び介護予防訪問リハビリテーションを提供できるよう、業務体制を整備する。 
  ２ 職員は、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。 
  ３ 当施設は、職員でなくなったものが業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を漏らすことが

ないよう、必要な措置を講ずる。 
  ４ この規程に定める事項の他、運営に関する重要事項は、医療法人十勝勤労者医療協会と当施設

の管理者との協議に基づいて定める。 
 
附 則 
 この規程は、２００９年 ６月 ５日から施行する。 
       ２００９年 ９月２４日 一部改定 
       ２０１０年 ４月 １日 一部改定 
              ２０１１年 １月 １日 一部改定 
              ２０１１年 ８月 １日  一部改定 
              ２０１４年 ４月 １日 一部改定 
              ２０１４年 ８月 １日 一部改定 
              ２０１５年 ２月 １日 一部改変 
              ２０１５年 ８月 １日 一部改定 
              ２０１６年 ４月 １日 一部改定 
              ２０１７年 ４月２４日 一部改定 
              ２０１８年 ４月 １日 一部改定 
              ２０１８年１０月 １日 一部改定 
              ２０１９年 ４月 １日 一部改定 
              ２０１９年 ８月 １日 一部改定 
       ２０２４年 ３月 １日 一部改定  


